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中央で､，正門から入った目抜き通りに面して

おり，周辺部も最も整備されています。しか

も，本学は創立以来，丁度45年ということで，

その意味で「大人になった図書館」と考えて

良いでしょう。「大人の顔」としての図書館に

は大学自体が責任をもたねばならないことに

なります。

本学の図書館は「どんな顔」をしているで

しょうか。創立以来45年も経つと，収蔵図書

数だけは膨大になりますが，図書数だけでな

く，建物の整備，館内資料の整備｡整理状況，

利用者に対するサービスの善し悪し，利用の

し易さ，利用率，館内の雰囲気など，「大学の

顔」としての図書館の点検箇所は沢山ありま

す。一度，ご自分で点検してみませんか○た

だし，４５年もかけて築き上げた「顔」ですか

ら，そのことを頭にいれてお願いします。

（みきよしはる学長）
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「男は40歳を過ぎたら，自分の顔に責任を

もちなさい」と良く母から聞かされました。

つまり，子供の時の顔は上下半分づつが両親

からの遺伝情報そのものであり，子供の顔の

善し悪しは親の責任ということですが，成人

するにつれ，社会人としての経験と自信を積

み重ねて行くことにより，自然と顔も立派に

なって来ることを意味しています。４０歳を過

ぎても自分の顔が気に入らない時は，これま

での自分を反省せよという事でしょうか。但

し，女性についてはわかりません。

さて，図書館は人類文化遺産の総合的集積

地であり，人類文化を教育｡研究することを課

題にしている大学にとってはその中心です。

大学を見学に来たり，審査にきたりした方た

ちが先ず最初に訪問するのが図書館であるの

も，そのためです。その意味から「図書館は
．．...:茶.原．::噂,・・

大学の顔」と言え藩:でしょう。「大学の顔」と

しての図書館は，地域/と大学との接点でもあ

ります。本学でも図書館は城北キャンパスの
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愛大図J害館の現状と課題～そのＺ～

図書館資料の整備と予算制度の在り方について

はじめに

前回は各種の資料を配置･収容し,サービス

を展開する情報発信基地としての図書館の，

施設･設備の現状と課題について述べた。

今号では，本学における図書館資料の現状

と,その整備･充実のための予算制度の在り方

について考えてみたい。

学生用図書の充実のために

本学に赴任するための事務引継の日，初め

て閲覧室を見て大変驚いた。書架があまりに

も閑散としていたからである。前任の大学と

は学部数は同じだが，学生数や大学全体の蔵

書数では愛媛大学の方がかなり多いはずなの

に，なぜだろうという疑問が頭から離れなか

った。

赴任後さっそく調べてみたら，閲覧室に出

ている開架図書数は7万冊弱で,前任地の約３

分の１であり，城北地区の蔵書に占める開架

率は９％以下であった。私が受けた強い衝撃

は，残念ながらこれらの数値によって裏づけ

られることになった。

なぜ書架上に本が少ないのかサービス部門

の職員に尋ねてみたら，閲覧室の床の荷重が

心配で，図書の一部を書庫内に移動したとの

ことであった。荷重が心配であれば施設部に

確認すれば良く，書庫への入庫資格は原則と

して４回生以上としているため，書庫へ移動

した資料も大部分の学生にとっては自由には

使えない。そのうえ，魅力ある視聴覚資料や

それを利用するための機器もほとんどなかっ

た。おまけにわずかではあるが，後援会費の

一部として入学時に図書費をいただいてい

る。よくこれで学生が文句をいわないなあ，

これらの状況を早く何とかしなくちゃという

のが，当時の偽らざる心境であった。

本が少ない第二の理由が，予算不足であろ

うことは容易に想定できたが，学内共通経費

２

阿部雅機

にかかるヒアリングの際に，逆に学生用の図

書整備について心配し，意見を提示された程

であった。

基礎調査を開始する

その日から，図書館における新たな取り組

みが始まった。当時の池田忠生館長及び事務

部長と相談し，学生用図書の整備を進めるた

めに,まず資料づくりから始めることにした。

調査の基礎資料としたのが，第一に文部省

学術国際局学術‘情報課で発行している「大学

図書館実態調査結果報告平成３年度版」であ

り，これによって本学と同規模の大学(Ｂクラ

ス＝学部数５～７）の平均値との比較を試み

た。この「結果報告」からは，以下の事項に

ついてデータを得た。

ａ全蔵書数ｂ学生１人当たりの蔵書数

ｃ学生１人当たりの年間受入冊数ｄ年間図

書受入冊数ｅうち購入冊数ｆ全所蔵雑誌

種類数ｇ学生１人当たりの雑誌種類数ｈ

年間雑誌受入種類数ｉうち購入種類数ｊ

視聴覚資料種類数ｋ視聴覚機器所有数ｌ

全学の資料費ｍ学生１人当たりの資料購入

費、うち図書館備付分ｏ全学の資料費の

うち文部省配分以外の予算ｐ全学の資料費

のうち図書館備付分ｑ開架図書率ｒ参考

図書冊数ｓ指定図書冊数ｔ年間貸出冊数

ｕ図書館運営費，ｖうち学内措置分

このうちａ，ｃ，ｄ，ｅ，ｈ，ｉ，１，ｍ，

ｏ，ｕの各事項については，本学の数値が優

っていた。また，ｂ，ｆ，ｇ，の各事項につ

いては，本学が数値的に若干劣っていた。こ

れらの大部分は,大学の規模(教官数,学生数，

あるいはそれに基づいて配分される予算額

等)という観点から説明でき,ほぼ妥当な数値

であろうと考えられる。

問題なのは，そのうち図書館に関する数値

が明確に抽出できる事項についてである。例
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えば，ｊ（視聴覚資料種類数)では，本学は同

規模大学平均値の5.6％しか所有していない。

同様にｋ(視聴覚機器所有数)では51.6％，ｑ

（開架図書率)では39.5％，ｒ(参考図書冊数）

では56.3％，ｔ（年間貸出冊数)では76.1％，

ｖ(図書館運営費のうち学内措置分)では５８．

４％であり，Ｓ(指定図書冊数)については，本

学では指定図書制度を実施していないため

０％である。

これらのことから，本学では，特に学生用

資料の整備がかなり遅れていることが裏づけ

られた。

次に，全国の大学図書館が学術‘情報センタ

ーに登録した和書のうち，本学が購入してい

る比率について，昭和62(1987)年から平成３

(1991)年の５年分を調査した。分野別に見る

と平成３年分では，総記24.7％，自然科学14.

7％，技術11.1％，芸術８％，哲学6.4％，社

会科学6.1％，文学5.2％，語学4.7％ダ産業

３％，歴史1.8％で,新刊書の少ない本学図書

館の特徴が明らかになった。

また，これとは別に，平成３年度に館外貸

出された図書のうち上位100点について調査

した結果,分野別の貸出状況は，１位自然科学

53％，２位工学34％，３位社会科学７％等とな

っているが，補修済みの図書及び補修を必要

としている図書が目立った。これは副本が少

ないために，同一の図書が繰り返し貸し出さ

れることによって痛んだものと考えられる。

なお，参考図書については，「日本の参考図

書～四季版」の1991年分と本学における購入

状況を比較してみると，文学56.1％，自然科

学42.3％，総記41.1％あたりが高いが，語学

21％,技術19.7％,産業8.9％と充足率が低く，

全体では36.8％にとどまった。参考図書は研

究･教育活動の別を問わず,調査のための必須

の資料であるだけに，基本的なものはどうし

ても整備する必要があるのだが…。

最後の調査が，図書館に対する学内援助状

況の照会である。いずれも国立大学であるが，

規模は異なっている。また，調査年度も同一

ではない。（）内は入学定員を示す。

●Ａ大学：教官当校費の3.5％＝11,200万円

３

（学部2,030院958）

●Ｂ大学：学生当校費の20％＝6,800万円(学

部1,440院150）

●Ｃ大学：（教官十学生当校費)の0.7％＋教

養部学生当校費＝4,500万円(学部2,645
院473）

●Ｄ大学：教官当校費の５％＝2,896万円(学

部1,030院７１）

●Ｅ大学：教官当校費の0.5％＋学生当校費

の13％＝2,568万円(学部1,060院８６）

●Ｆ大学：共通経費十学部分担＝2,029万円

（学部2,833院825）

●Ｇ大学：共通経費＝1,772万円(学部2,103
院378）

●Ｈ大学：学部分担＝1,555万円(学部2,225
院482）

これに対して本学の状況について見ると，

平成４年度の入学定員は学部1,878名大学

院261名であり，昭和53年度以来，全学共通経

費から毎年900万円余を援助いただいていた。

この調査によって，本学より規模の小さな

大学でも，図書館に対してかなりの学内措置

を講じている大学があることがわかる。また

各大学では，この経費によって，学生用図書，

指定図書，学生用雑誌，基本的な参考図書を

整備している大学が多く，中には視聴覚資料，

共同利用学術雑誌う製本費等に充当している

ところもあった。

この補助の差が,初めに上げた「実態調査」

に現れたと考えられ,何も手をうたなければ，

格差はますます拡がることになる。図書館と

しては，毎年学生当積算校費から一定のパー

センテージを学生用図書整備に充当するとい

う安定した予算システムの確立を望んで

いる。

もちろん，これは理想的なかたちであり，

その移行までの間は例えば共通経費の増額で

あっても良いと考えている。

学内の理解を願って

調査資料とそこから導かれた基本的な考え

方については,附属図書館委員会に諮られ,全

学的な見地から数次にわたって論議された。
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図書館としては，学生用図書，留学生用資

料，視聴覚資料，電子資料，基本的な参考図

書等を整備するための財源は，学生当積算校

費が適当であり，拠出率の最大値は10％を希

望し,少なくとも５％相当額(平成４年度で約

2,300万円余)程度は必要と考えた。

図書館では，附属図書館委員会その他の学

内意見を踏まえた上で，さらに学内の理解を

得るため，学生用図書の整備･充実を訴える

「速報」をまとめ印刷･配布した。

さらにこの資料をもとに，前館長が学内各

部局を廻り，熱心に図書館予算増額への理解

と協力を求めた。

このような図書館側の努力を認めていただ

けたのかどうかは分からないが，平成５年度

の共通経費では，学生用図書充実費として前

年度のほぼ倍額の配分を受けることができた。

これは学生当積算校費の約４％に相当する。

なにをどのように整備したか

この結果をただちに館長及び事務部長に報

告し，今後の方針について検討した。文部省

から直接配分される学生用図書購入費につい

ては，既に各学部の教官に選書をお願いして

いるので，学内配分経費では，これまで選書

されなかった資料や，蔵書構成上偏っている

分野を全学的な見地から図書館職員が選定す

ることにした。

このため拡大図書収集事務委員会を開催し

て予算配分計画を立て,選書の方針を決めた。

この結果，本館では，①文学，語学関係の全

集物②特に利用が多いと考えられる新書，

文庫本③不足している参考図書④視聴覚

資料２セット⑤CD-ROM４点のほか学生

課と相談してアンケート調査を実施し，新た

に⑥留学生用の新聞･雑誌を10点購入する

ことにした。

医学部分館では,①高額な医学全集②CD

-ROM１点を購入し，農学部分館では，①不

足している参考図書②視聴覚資料５セット

③CD-ROM３点のほか,④留学生の希望図書

等を購入し，さらに⑤製本費の一部に充てる

ことができた。これらは，増額がなければ実

４

現できなかっただけに，図書館にとっては大

変ありがたい措置であった。

なお，平成６年度についても，学生用図書

充実費として前年度と同額が配分される見通

しである。

さらに図書館では，学内における予算措置

を待つだけでなく，学外団体からの寄付につ

いても努力している。また，本学の前身であ

る旧制松山高等学校の同窓生に対して，その

著書を寄贈していただけるようお願いし，既
にかなりのご協力をいただいていることを併

せて報告しておきたい。

今後の課題

最後に今後の課題であるが，その第一は，

一日も早く学生用図書充実に向けて，安定し

た予算システムを確立することである。本学

の教育活動を活発化し，学生の学習活動を助

けるためには，米国の大学で見られるリザー

ブド･ブック･システムの導入等，留学生を含

む学生のための各種資料の充実を図る必要が

あり，このためにも確固たる予算システムの

定着が望まれるからである。

第二段階としては，学生用図書に次いで，

研究用資料の充実を図ることである。既に医

学部分館においては，主要な学術雑誌の共同

利用を推進し，オンラインの‘情報検索サービ

スやCD-ROMによる検索等,第一線の専門図

書館にふさわしい活動を呈している。

これに対して本館では，学習図書館機能や

保存図書館機能が中心であり，最近CD-ROM

等の整備に着手したものの共同利用学術雑誌

も少なく，基本的な二次資料も乏しいなど，

研究図書館機能を十分発揮していない。農学

部分館も本館とほぼ同様の状況である。

さて，改善の一方策は，学内LANを介在し

たCD-ROMサーバによる検索システムを構

築して，比較的全学共通で利用できると思わ

れる化学，生物学，生命科学，主要分野の目

次速報やその他の基本的なCD-ROMを搭載

し，城北，樽味，重信の,どのキャンパスから

でも検索できるようにすることである。

この第１次計画分は，平成７年度概算要求

緬噺
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事項に上げているが，ハード，ソフトの経費

の問題が大きい。従って，学生用資料の充実

を図るために，学生当積算校費からの援助を

求めるのと同様に，研究用資料の充実を図る

ために，教官当積算校費からの援助を願うの

は無理な考えであろうか。

このように，図書館の機能を十分に発揮す

るためには，財政的な課題を避けて通ること

ができない。よく「図書館は大学の心臓であ

る」とか，「大学のシンボルである」とか言わ

れるが，その大学のレベルは図書館を見れば

わかるというのも，一つの真理であろう。

大学図書館は，現在の利用者に対してのみ

ならず，さらに未来の利用者に対しても各種

「図書館だより」第37号でお知らせした後

に寄贈いただきました図書は下記のとおりで

す。（敬称略）

◎奈良本辰也(14回文科甲類)～続き～

楽天主義いまどう生きるか

志ありせば吉田松陰

風土の中の史実

人物を語る激動期の群像

維新の詩

あ、東方の道なきか評伝前原一誠

歴史のたてよこ

日本史の人間像

味雑事談

明治維新の東本願寺

城下町の旅

近世政道論

歴史と風景

二宮尊徳・大原幽学

◎新藤正信(18回文科乙類）

土佐白瀧鉱山史の研究

◎増田芳雄(29回理科３組）

植物の成長制御

生理・生化学用語辞典

５

資料の整備･充実の使命と責任を負っている。

図書館資料の充実は最終的に大学の使命で

ある研究活動や教育活動に資するものであ

り，図書館はそれらの活動を支援する大学に

とって不可欠の機関であると言えよう。

今後の愛媛大学の発展を願い，図書館職員

は資料の整備･充実に日夜心をくだいている。

図書館に対する全学的なご支援を心から願う

所以である。

さて次号では，前回と今回で述べることの

できなかった事項を取り上げ，本学図書館の

現状と課題のまとめにしたい。（続く）

（あくまさき‘情報管理課長）

細胞分画法

植物の細胞壁

忘れられた植物学者

モヤシはどこまで育つのか

植物生理学［培風館］

発生

植物生化学

生物英語ハンドブック

植物生理学［放送大学］

絵とき植物生理学入門

植物学史

植物の生理

図解生物学

生理・生化学用語辞典［縮刷学生版］

植物ホルモン研究法

◎上田朝一(28回理科２組）

光州学生事件ノート

いい文章が書ける本

ニュース加工の効果と限界

松山高校演劇部私史

報道への過信と誤解

◎古川敏也(23回文科１組）

随想集幾山河越え去り行かば
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随想集たそがれのプロムナード

◎友近忠至(28回文科甲類）

コンピュータ・システムと経営管理

◎藤田稔(29回理科１組）

若葉の古城一松山高等学校庭球部史一

石油分析化学

◎渡遥昭二(26回理科３組）

燃料と環境

◎井上良久(29回文科甲類）

ヨーロッパ紀行1988～1992

．清水克彦(25回文科２組）

京都女子大学本源語花錦抄

京都女子大学本源語花錦抄(翻刻）

柿本人麻呂

菖葉論集

〃第二

蔦葉序説

山淑太夫読例

寓葉雑記帳

◎門田圭三(14回文科甲類）

輝けわれらが青春の日々よ／

◎藤枝章(21回文科甲類）

扇山忠男追悼文集

句集浄星扇山彦星子

◎日野樫祐(28回理科３組）

姉弟合同句集Ｉまらから

◎池田和夫(27回文科甲類）

如是我聞・光明主義入門

◎高橋敷(30回理科４組）

みにくい日本人［初版］

〃 ［改訂版］

家庭の中の日本人

日本のママと世界のママ

日本の家庭世界の家庭

日本人とドイツ人

ドイツ家庭教育に学ぶもの

しつけを見直そう

はずかしい日本人

勉強ずきの子にする本

世界のサラリーマン

ママの勉強作戦

じぶんでみつけるりか

のびのびしつIナいきいきくいきいきマナー

６

落ちこぼれが大人になったとき

［世界思想社］

落ちこぼれが大人になったとき

［生活と文化の会］

新しいしつけの本

子どもに困ったときの本

子育て相談室

自立への子育て

遊ぶ力。生きる力

ことばが変われば子どもがかわる

◎相賀岩雄(24回文科２組）

倉庫入門

◎村上光(30回理科２組）

随想秋の旅

随想冬の手紙

随想春の嵐

江戸古地図にみる大洲藩江戸藩邸について

◎向井彬(14回理科乙類）

わたしの海軍時代一思い出の日々－

◎伊藤‘恒夫(10回理科乙類）

大学の現実と理念(上）

〃 （下）

◎山田秀(12回文科甲類）

入門信用調査

◎三好助三郎(教官：特別会員）

新独英比較文法

蝿）

'‘諏圃鞠，
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9５

統計からみた図書館資料

前回には平成５年度の統計を数値で示した

が，今回は過去５年間の統計を基に利用面を

中心にグラフで表わした。

７０％相当であり，時に75％を超すこともある。

さらに平成５年度末の本館における全蔵書

787,970冊書の所蔵箇所別比率は図３のとおり

で研究室所蔵は47％と購入冊数に対する貸出

冊数の比率を随分下まわっている。このこと

から，本館では新しく購入した図書は大半が

研究室に貸出され，古い図書が図書館に置か

れている結果となり，入館者が伸びているほ

どには貸出冊数が伸びていないのは，学生の

活字ばなれ以上に，読める本が図書館には少

ないのかも知れない。また開架図書率９％と

いうのも国立大学の中ではかなり低い位置に

あるため，今後は学生の希望も十分考慮した

い。幸いに昨年度から学内措置によって増額

していただいた学生用図書費を有効に活用し

たい。

単位・千
増加冊数及び研究室貸出 図２

'.』をﾉkの岱川,状況 図'１
指数

1２５

学生数…入館者数．…･貸出冊数一一貸出人数

グ

／

／
1２０－

／

声
Ｌ

／

／

／

／

１１５‐

一一一一一一一
〆

〆

110‐

1０５．

Ⅱ Ｉ

平成元年度平成２年度平成３年度平成４年度平成５年度

4０

2０

JＪⅡ
3０

Ⅱ』己
図１は学生数と入館者数，貸出冊数と貸出

人数の状況をみたものである。入館者は学生

数とほぼ同様の増加をしているのに対して，

貸出冊数，人数とも平成４年度に降下してい

る。これは週５日制に伴い，土曜日の開館日

数。開館時間短縮と，学生の要望を入れて貸

出期間を２週間に延長したことによるものと

考えられるが，同じ条件での平成５年度では

数値が伸びているのを見ると一概には言いき

れない。平成３年度が急激に上昇しているの

はＢＤＳ設置により入館時の煩わしさがなく

なったせいであろう。いずれにしても，貸出

冊数と人数が平行線であるのは１人が利用す

る冊数が変化していないからである。

次に本学の蔵書がどのように配置されてい

るか，図２は両分館を含めた購入数に対する

研究室貸出の割合であり，全体では65％前後

で一定しているが，これが本館の場合だと

Ⅱ1０

Ｆ宍

Ｌ

７

ZZ

参考(1.6％）開架(9.3％）

平成元年度平成２年度平成３年度平成４年度平成５年度

回哨加冊数回研究室貸出数

0１

図３本館蔵書比率
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最後に図４で現物貸借，文献複写による相

互利用を見ると，学外への依頼件数が年々減

少し，学外からの申込受付件数及び学内の複

写件数が増加している。平成５年度は学内の

複写件数をはじめ，対学外の依頼・受付件数

とも急増している。これは本学の資料の充実

というよりも,機械化によって文献情報検索，

所在情報検索が容易になったこと，また一方

ではNACSIS-ILLの稼動により相互利用の

申込方法が簡便になり，申込から入手までの

期間が大幅に短縮されたことによると考えら

れる。

(図３以外は両分館を含んだ合計での数で

ある）

文献複写

単位.

１３

１２

１１

１０

９

８

Ｔ

平成〕[F年度平成２年度平成３年度平成４年度平成５年度

回依頼(学外)口受付(‘､jを外)園学内文献複写

mbぅＨｆ寺

託
讐
蕊

需
呑
恭

§
識

1壷零

蕊§

松 本秀毅

平成６年度大学図書館職員長期研修に参加して
－坊ちゃんの東方見聞録一

６
５
４
３
２
１
０

匡寸

８

平成６年７月18日から８月５日までの３週

間，文部省および図書館情報大学共催による

標記研修を受講させていただいた。

今回の研修生は北は北海道から南は鹿児島

まで総勢45名，内訳は国立大学34名，国立機

関４名，公私立大学７名であり男26名女19名

であった。全体の感想としては大学における

情報発信基地としての役割，地域においては

生涯学習教育の支援体制の強化，また留学生

に対するサービスの充実など，高度化，地域

化，国際化に対応して図書館のサービスがど

うあるべきか，何を目指すべきかいろいろ考

えさせられる研修であった。

研修は講義が中心ではあるが，共同研究討

議や演習，実習，施設見学など盛りだくさん

で大学図書館のおかれている現状がいかに広

い範囲の課題を抱えているかを認識させられ

た。講義概要は要項にあるので省略するが，

共同研究討議は４つの班にわかれ次のテーマ

について討議した。

［第１班］生涯学習社会に対応した図書館の

公開，及び高度情報社会における図書館職員

のあり方

［第２班］マルチメディアとネットワークを

活用した情報提供サービスのあり方

［第３班］今後の資料の収集。保存と図書館

間の相互協力のあり方一資料の収集。保存。

廃棄・保存図書館・ＩＬＬ－

［第４班］NACSIS-CATの現状と課題一多

様な資料の整理。書誌調整。遡及入力一

今回の研修でよく耳にしたキイワードは，

マルチメディア,インターネット，ネットワー

ク，電子図書館,保存システム，ナビケーショ

ンツール(Gopher,ＷＷＷ,WAISMosaic）

などで，情報流通システムがコンピュータの

ダウンサイジング化により分散処理に移行し

ていることや，ネットワークを通じてお互い

の情報が速く，正確に，そして安く交換でき

るようその体制作りを目指していることを感

じた。ネットワークで大切なことは，他の機

ー、

溌
羅
雷
鱒
議
一
毒
蕊
魚
鼠
，
哉
篭
李
輔
蝉
》
蝉
醒
蛎
醗
酵
蝉
》
蝉

リ
Ｚ



解

‘i'IimM,、

愛媛大学附属図書館報「図書館だより」第38号1994.9

関にアクセスする手段や窓口を提供すること

も必要ではあるが，各大学図書館がそれぞれ

の地域の中で独自性を持ち特色ある‘情報を構

築し，さらに発信する機関になることではな

いだろうか。

研修の中で思ったことは，図書館とは業務

でありながら専門性をもった学問の実践であ

るということである。図書館職員は日々図書

館業務に携わる事務官でありながら図書館と

いう専門性のある職場で知識や技能を修得す

ることができる。そしてそれは図書館であれ

ば国際的にも通用する専門性を持っているの

である。個人として図書館の専門性を追求す

ることと大学図書館という組織の目指すもの

との調和がとれるなら図書館という職場がな

お生き生きしてくるのではないだろうか。研

修の目的の一つに「動機づけ」があげられる

が，図書館に身をおく喜びをかみしめ業務に

対して心意気を持ち続けたいと思う。

図書館システムの高度化，学術‘情報流通体

制の整備の中で大学図書館の役割はますます

重要になってきている。ただ忘れてならない

のは図書館はサービス機関でありサービスの

提供なくして存在意義はないということであ

る。図書館が資料を収集し，整理し，保存す

るのも利用者に提供するためであり，提供サ

ービスのための図書館業務でなければならな

い。情報を生かすために職員である私は，利

用者の目を持って図書館の玄関に立ちたいと
思う。

今年の夏は猛暑というより酷暑と言われた

がまさに暑さとの戦いでもあった。特に見学

が午前と午後にわかれた時は昼休みを利用し

ての移動であり時間との戦いも加わってなお

筆舌につくしがたい状況になった。だがこう

いう苦しさからかえって連帯感も増し，みん

な和気あいあいと受講することができ，４５名

全員修了証書を手にした時のうれしさは格別

のものであった。この長期研修は長い歴史と

伝統を持ち研修後は同窓会が毎年開かれるよ

うであるが，われわれも熊本大学の松藤氏を

会長に集まることにしている。なお同窓会の

ニックネームが「暑かったね，94」を抑えて

９

「Mosaic'94」に決まったことはわれわれ６

年度研修生のネットワークの強さと今後の情

報化社会に対する意気込みを感じさせるもの

と自負している。

終わりにあたり，いろいろお世話になった

図書館‘情報大学や各見学機関での皆様，熱心

に講義していただいた講師の先生，またあた

たかく研修に送り出していただいたわが愛

する愛媛大学の皆様に心より感謝申し上げ

ます。

（まつもとひできシステム管理係長）

■罰課霧雨上山朋子
（農学部分館‘情報サービス係）

平成５年12月から農学部分館で学内外の文

献複写等の相互利用，参考調査，代行‘情報検

索等を担当しています。

生まれも育ちも大阪市。京都の短大で絵画

を学び，なぜか大学図書館に就職した変わり

者です。平成４年の４月に大阪大学基礎工学

部図書室から縁あって愛大図書館へ転任して
きました。

以前の大学では理系の学部の図書室で，同

じ様な仕事をしておりました。農学部は初め

てですが見‘慣れた雑誌も多く，余り違和感無
く仕事をしています。

農学特有の‘情報，文献等についてはまだま

だ不勉強で，利用者の皆様にご不便をおかけ

しています。より高度なサービスができるよ

う，これから知識を広げてゆきたいと思って

おりますので，よろしくお願いいたします。

農学部分館で唯一のロングヘアーが私で

す。分館を利用される時に，解らない事等あ

りましたら，お気軽に声をかけて下さい。

■罰悪霊殖宮部明日香
（情報管理課図書‘情報係）

去年の４月から，和書の分類・目録を担当
しています。

休日になると，テレビを見て，音楽を聴い
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て，マンガを読んで…と，一歩も外に出なく

なってしまう，ぐうたらな人間ですが，以前

から,図書館で働きたいと思ってましたので，

「伊予の小京都・大洲」から「花のお江戸」

を通り越し，図書館情報大学に進みました。

希望がかなってＵターンし，愛媛大学で楽し

く仕事をきせてもらっています。

もう，１年以上たったというのに，まだま

だ未熟者で，今までの勉強不足を痛感してい

る毎日です。

どれくらい迷惑をかけた(かけている？）の

かを考えると恐ろしくなってしまいますが，

利用者の方々や，やさしく指導してくれる先

輩方に，少しでも貢献できるように，がんば

りたいと思ってますので，よろしくお願いし

ます。

看護学科資料コーナーの新設と

二次資料および図書の移動について

書庫の狭臨化対策と看護学科の資料コーナ

ーを設けるため，史上最高の猛暑の中，女‘性

ばかりになった係で汗だくになりながら，奮

闘して資料の移動をしました。以下に移動し

た資料の配置をお知らせします。

２階閲覧室の二次資料コーナーに配架して

いた医学中央雑誌(1903-1990)，Biological

Abstracts(1972-1990),IndexMedicus(1927

-1990)を１階書庫に移動しました。1991年か

ら現在までの二次資料は現位置に配架してい

ます。また，１階書庫に配架していた利用頻

度の低い資料，ＮＤＣ（日本十進分類法)の類

目表０（総記)～３(社会科学)，５(技術)～９

類(文学)の和漢書を１階事務室(資料情報係）

北側の製本荷解室へ移動しました。移動した

図書の閲覧，貸出については情報サービス係

カウンターへ申し込んで下さい。

なお,これらの図書のうち医学関連分野(心

理学ヅ学校保健，社会福祉，スポーツ医学)，

辞書等は学生用図書コーナー及び参考図書コ

ーナーに配架しています。

新しく「看護学科資料コーナー」を２階学

生用図書コーナー(和漢書)横に設けました．

ここには新規に購入する看護学関係の資料を

配架する予定です｡移動した二次資料と図書，

新しく設けた看護学科資料コーナーの配置は

右図のとおりです。

10

医学部分館‘情報サービス係

医学部分館1階

1階書庫

医中誌

ｒ…-…ー…~…ー｡.一…~…ー…~…可

1977年以前

欧文雑誌

978年以降

羽Ⅸl昔

２ 階

資料情報係

事務室

玄関

度の低い

資料

回

(i"､1１

'締i燕翰１
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目録システム地域講習会を開催

７月４日(月)から８日㈱まで，昨年に引続き

ｒ学術情報センター」との共催による目録シ

ステム地域講習会を開催しました。

この講習会は，目録業務担当職員にシステ

ムの運用に関する知識。技術を修得させるこ

とを目的とするもので，本学職員５名及び学

外の図書館員５名の計10名が受講しました。

大変暑い中，節電の為冷房が使用できない

時間帯があり受講者は汗だくになりながら，

熱心に課題に取組み全員所定の過程を修了し

ました。

;死＄

１１

学内ネットワーク(EUNET)による

ＯPACのサービス開始

図書館のＯＰＡＣ（ＯＮＬＩＮＥＰＵＢＬＩＣＡＣ‐

CESSCATALOG)を学内ネットワーク経

由で利用していただくため，下記のＯＰＡＣ

専用の利用者ＩＤとパスワードを公開します

のでシご利用下さい。

現在接続の確認がとれているのは富士通の

端末です。他の端末を接続した場合は文字化

け等障害が起こることがありますが，これら

の接続については，次号以降にお知らせし

ます。

なお，公開した利用者ＩＤによる利用時間

は現在のところ１回につき10分間としてい

ます。

ＯＰＡＣ用公開ＩＤ及びパスワード

(城北地区）

・TTOO600TTOO601TTOO602

TTOO603TTOO604TTOO605

TTOO606TTOO607TTOO608

TTOO609

(重信地区）

TTOO701TTOO702TTOO703

TTOO704TTOO705

(樽味地区）

TTOO801TTOO802TTOO803

TTOO804TTOO805

パスワードは，どのＩＤでもＯＰＡＣと設

定しております。
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平成６年４月１日から７月末までにご寄贈

いただいた著書は以下のとおりです。

（敬称略）

赤間道夫

○再生産論成立史研究序説(愛媛大学経済学

研究叢書７）赤間道夫著愛媛大学法

文学部経済学科１９９４

安倍惇

○為替理論と内国為替の歴史(愛媛大学経済

学研究叢書４）安倍惇著愛媛大学法

文学部経済学科１９８９

大原′純一

○野菜流通の課題と農業協同組合(愛媛大学

経済学研究叢書３）大原純一著愛媛

大学法文学部経済学科１９８８

小沼大八

○人間と文化の諸ﾎ目小沼大八著創風社

１９９３

小林漢二

○河上肇(愛媛大学経済学研究叢書６）小林

漢二著愛媛大学法文学部経済学科

１９９２

古茂田淳三

○ねじのひねり他二篇ヘンリー・ジェイム

鐸ズ著古茂田淳三訳あぽろん社１９９３

谷川宗隆

○蓄積論研究序説(愛媛大学経済学研究叢書

５）谷川宗隆著Ⅱ愛媛大学法文学部経

済学科１９９１

長谷川節

○非常に誤りの多い高校物理教科書と間違っ

た大学入試問題長谷川節著近代文芸

へ社１９９４

福井康之

○自己実現と共感福井康之著愛媛大学教

育学部心理学教室１９８１

○自己実現のための人格成熟促進ゲーム福
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井康之著愛媛大学教育学部心理学教室

１９８３

○自己実現の構造福井康之著愛媛大学教

育学部心理学教室１９８０

○自己実現の人間学福井康之著愛媛大学

教育学部心理学教室１９７９

水野信彦

○河川生態環境工学玉井信行う水野信彦，

中村俊六編東京大学出版会１９９３

○河川の生態学水野信彦，御勢久右衛門共

著築地書館１９９３

○日本の川水野信彦，君塚芳輝著草土社

１９９３

美山靖

○秋成の歴史小説とその周辺美山靖著清

文堂１９９４

守屋毅

○近世芸能文化史の研究守屋毅著弘文堂

１９９２‘

矢野達雄

○近代日本の労働法と国家(愛媛大学法学会

叢書５）矢野達雄著成文堂１９９３

理学部地球科学科

○松尾秀邦教授退官記念論文集松尾秀邦教

授退官記念事業会１９８９

図書館日誌(会議,研修）

６月10日

６月15日

６月23日

６月23日

～２４日

７月１日

７月４日

～８日

平成６年度第３回医学部分館図

書・情報委員会

平成６年度第４回医学部分館図

書・情報委員会：

平成６年度第２回農学部分館運営

委員会

国立大学図書館協議会総会

(静岡大学）

愛媛地区大学図書館協議会総会

目録システム地域講習会

(学術情報センター共催）

第38号1994年９月発行

発行：愛媛大学附属図書館
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